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｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって 

 

 

 研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原理・現

象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい組み合わせを

創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，用途，方法等々を創

出することである． 

 本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会である

が，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展を目指し，急

激な変化に対応しようと心がけている． 

 すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技術｣ 誌に

掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載された技術を取

捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたものであるから，上述の視

点から成書としての価値は高いといえるであろう． 

 さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権威者に

執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられることになったの

は誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展に寄与することは勿

論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じている． 

 

分離技術シリーズ出版委員会 

委員長 山 田   明 

 

 



  

 

 

 

は し が き 

 

 

 工業晶析周辺の技術あるいは，応用分野は年々多様化しており，それ

らに対応した書籍の要望が多数寄せられるようになってきている．分離

技術会では講演会として「晶析の基礎と実践」を開催してきた．その内

容は，結晶品質制御，結晶物性評価，センシング技術やスケールアップ，

クリスタルエンジニアリングや撹拌技術との接点，連続化など様々で

あった．その様な経緯で，それらの内容を書籍としてまとめることとし

た． 

 晶析操作の目的である，分離精製と粒子群製造の基礎と最新技術をま

とめながら，実践的に活用できる応用例までを網羅した．また，最近特

にその進歩がめざましい，晶析操作で必要となる分析測定技術や，連続

製造技術についても現在活躍している研究者にご執筆頂いた． 

 晶析操作は新素材開発分野をはじめ，医薬食品関連分野，エネルギー

環境関連分野など幅広い応用が望める技術である．本書では，体系化さ

れた基本原理や概念から，晶析操作の新分野をある程度網羅して解説し

た．晶析分野に携わる企業の研究者あるいは，技術者，また大学での研

究者にとって，本書が晶析技術を理解する一助となることを願っている． 
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編集担当 滝 山 博 志 
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